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技術の特徴
－NMR法による成分多様性の評価
・特別な前処理なしに、粗抽出物をそのまま計測。スペクトルに含まれる情報を統計的に解析。
・試料中の多数の成分を、一斉に定性・定量評価できる。

－MRIによる品質評価
・NMR信号に「位置」の情報を与え、試料内部の構造や水分の分布を可視化。

参 考
関山，池田，冨田 化学と生物 55 (6), 392-399, 2017.
Sekiyama et al., Metabolomics2017 meeting abstract.

今後の展開
・農産物、食品の品質評価。
・成分に影響する要因（環境変化、加工操作など）の解明。

農業・食品研究におけるNMRの活用
―核磁気共鳴 (NMR) 信号で試料の特性をみる―

研究の内容－気候変化がイネの代謝におよぼす影響－

開放系大気CO2増加 (FACE) 実験
（農業環境変動研究センター，つくばみらい市）
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対照区風向・風速センサー
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イネ（葉）の1H-NMRスペクトルの例
(アミノ酸，有機酸，糖領域の一部を拡大）

コシヒカリ葉身の判別に
寄与する成分

FACE区対照区

25 mm
15 mm

10 mm
5 mm

3 mm

メタボロミクス(NMR)
成分多様性から評価

画像解析(MRI)
水分の分布や動態から評価
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NMR試料管

「化学と生物」５５巻６号PP.392～399，コラム記事中の図を一部改変
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